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■事業の概要 

  １．事業者名 

   向洋産業株式会社  代表取締役 花ヶ﨑 悟 

  ２．登記上の本店   茨城県北茨城市関南町神岡下金ヶ峯２７０３ 

    事業所・処理施設 茨城県北茨城市関南町神岡下字金ヶ峯２７０１番地、他地内 

  ３．設  立   昭和５４年２月１０日 

  ４．資 本 金   ９，６００万円 

  ５．事業の規模 

     １）売上高  ７７７百万円（2022年４月～2023年３月） 

     ２）従業員数 １３人 

     ３）床面積  事 務 所  ９８．５㎡ 

            水処理施設  ２，８４７㎡ 

  ６．環境管理責任者氏名及び担当者、連絡先 

      環境管理責任者：芳賀 智明 担当者：芳賀 智明 

      連絡先 電話 0293‐46‐5676   ＦＡＸ 0293‐46‐5695 

７．環境目標の担当部署及び責任者 

   総 務 部   代表者 花ヶ﨑 悟 

   技術管理部       内田 隆 

   処理事業部       神長 孝至 

 

８．組 織 図 

 

 

 

 

環境管理責任者 

 
芳賀 智明 

技術管理部門 

部門長 
内田 隆 

総務部門 

部門長 
花ケ﨑 悟 

処理事業部門 

部門長 
神長 孝至 

部員２名 部員４名 部員４名 

代 表 者 

代表取締役 
花ケ﨑 悟 
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役割・責任及び権限        

                  

【代表者】 ・環境方針を定め、環境目標を承認する    

   ・環境管理責任者を指名する      

   ・資源（人材･資金･技術）を用意する    

   ・環境経営システム等の全体的見直しを行ない、必要な指示をする 

  ・課題とチャンスの表明 

         

【環境管理責任者】 ・環境経営システムの総責任者としての役割権限責任を有する 

   ・環境経営システムの実績を代表者に報告する    

   ・部門環境目標をまとめ、全社目標達成状況を確認、記録し、評価する 

   ・各部門の環境活動計画をまとめ、全社の環境活動計画として定める 

           

【部門責任者】 ・部門の環境目標及び活動計画を定める    

   ・部門目標達成状況及び活動計画の実施状況を確認、記録し、評価する 

   ・社内、社外の環境情報を収集及び記録する    

   ・環境教育を実施し、記録する     

   ・基準、手順書、指示書の起案をする    

           

【部員】  ・部門環境活動計画を実施する     

   ・運用を通じて上長に環境管理システムの改善を進言する   

                  

 

 

 

９．事業の内容 

１）許可の内容 

許可証類 許可番号 許可年月日 有効期限 事業の範囲 

産業廃棄物処分業 00831045993 R3.11.2 R10.11.1 管理型最終処分場 

特別管理産業廃棄物処分業 00881045993 R2.12.8 R9.3.6 管理型最終処分場 

一般廃棄物処分業 指令 94号 R4.4.1 R6.3.31 管理型最終処分場 

 ２）取扱品目 

      ・産業廃棄物 

        燃え殻(※1)、汚泥(※1,※2)、廃プラスチック類(※2,※3)、紙くず、木くず、

繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず(※2)、ガラスくず・コンクリー

トくず及び陶磁器くず(※2,※3)、鉱さい(※1)、がれき類(※3)、ばいじん(※

1)、政令第１３号廃棄物   以上１４品目 

(※) ※1 水銀含有ばいじん等を除く ※2 水銀使用製品産業廃棄物を除く ※3 石綿含有産業

廃棄物を含む 

      ・特別管理産業廃棄物 
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廃石綿等   以上１品目 

      ・一般廃棄物 

        焼却灰、不燃物、可燃物、し尿脱水汚泥、粗大ごみ、道路側溝土砂、 

セメント固化物、溶融物  以上８品目 

 

   ３）施設の概要 

施設の種類 工区 処理方法 処理能力 その他 

管理型最終処分場 第５工区 埋立処理 

面積 54,279㎡ 

埋立期間：約 10年 

容量 815,400㎥ 

残余

容量 

117,000㎥ 

令和 5年 3月

末時点 

    ※埋立完了後は植樹等を行い、森に帰します。 

     浸出水高度処理施設 

      ・処理能力  ４００㎥／日 

      ・処理方法  オゾン酸化＋活性汚泥＋回転円板＋凝集沈殿＋砂ろ過・活性炭 

      ・処理工程図 フロー図参照（次ページ参照） 

 

   ４）廃棄物処理実績（2022年 4月～2023年 3月） 

  産業廃棄物   １１，８２２ｔ 

       一般廃棄物   １１，２９０ｔ 

 

   ５）処理方法  

事前に廃棄物の性状及び成分等を確認し、当処分場に適合するか否かの判断を行う。

受け入れる際にはマニフェストでの受入廃棄物の内容・重量確認および展開検査によ

る目視確認を行い、重機を使用して埋め立てによる処理（破砕・敷均し・転圧等）を

行う。概ね２ｍの埋立ごとに 50cm程度の覆土を行う。 
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■環境経営方針 

 

環境理念 

私たちは、リサイクル推進社会の中で、最終的に埋立処分に頼らざるを得ない廃棄物を適正

に最終処分することにより、地球環境の保全に寄与し、環境に配慮した健全な事業活動を通

じて、地域社会の発展と環境保護に努力します。 

活動方針 

  向洋産業株式会社は、事業の特殊性と地域環境の関係を重視して、環境保全に努め、「エコア

クション２１」環境経営システムを構築し、その活動を推進します。 

  

１．関係法令等を遵守しながら施設全体の適正維持及び処理排水の適正な水質維持に努め、周辺

への環境負荷の低減と環境汚染の予防に、持続・継続的に取組み、改善に努めます。 

２．無駄な電気の使用及び省エネルギー活動を通じて、二酸化炭素の削減に努めることにより環

境負荷の低減に、持続・継続的に取組んで行きます。 

３．再生紙の使用や環境ラベルの付いている製品の購入などを積極的に進め、それを通じて環境

負荷の低減に、持続・継続的に取組んで行きます。 

４．社内敷地への緑化及びトラック等のアイドリングストップの励行などを通じて環境負荷の低

減及び環境汚染の予防に、持続・継続的に取組んで行きます。 

５．トラックなどの洗車及び草花への散水に雨水を使用することにより、水資源を保護しそれを

通じて環境負荷の低減に、持続・継続的に取組んで行きます。 

６．敷地内の散水に処理排水を使用することにより、水資源の保護及び周辺地域への環境保護及

び環境負荷の低減に、持続・継続的に取組んで行きます。 

７．新聞紙や段ボール及び瓶缶ペットボトルなどをリサイクルすることによって、環境負荷の低

減及び環境汚染の予防に、持続・継続的に取組んで行きます。 

８．関係法令等を遵守しながら廃棄物の埋め立て工区を適正な維持管理することを通じて、周辺

への環境負荷の低減及び環境汚染の予防に、持続・継続的に取組んで行きます。 

９．関係法令等を遵守しながら適正な化学薬品の使用・保管を行い、周辺への環境負荷の低減及

び環境汚染の予防に、持続・継続的に取組んで行きます。 

 

 

                          ２００５年８月１８日制定 

                          ２０１６年４月１９日改定 

 

向洋産業株式会社 

代表取締役 
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■環境経営目標とその実績 

    当社は、令和 4年 4月 1日～令和 4年 9月 30日まで半年間、以下の 

目標を掲げて環境保全活動に取組んできました。 

 

項 目 目 標 実 績 達成率 

（判定） 

評 価 

１ 施設の適正維持管理 

・処理水質適正管理 

関係法令の遵守、継続・

維持 

適正な水質管理の実施及

び関係法令を遵守した 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

２ CO2排出量削減 

・電気使用量の削減

（高圧・低圧・従

量電灯） 

・灯油、軽油、ガソ

リン使用量削減 

 239,915kg-CO2 

(前年度上半期実

績) 

 合計：215，404kg-CO2 

電気使用による CO2

排 出 量 ：

139,360kg-CO2 

燃料使用による CO2

排出量：76,043kg-co2 

111％ 

（◎） 

廃棄物搬入量の減

少、省エネ機器の活

用により、今年度は

前年度に対し 111％

と目標達成出来た。 

３ 省資源、グリーン購入 

・再生紙の使用 

・グリーン購入 

・再生紙 100％使用 

・環境ラベルの付いた

物品の購入など 

・再生紙使用量 100% 

・グリーン購入について

は、意識が足りず、あま

り実施出来なかった。 

１００％ 

（◎） 

再生紙利用はこの

まま継続。グリーン

購入の意識の向上

を図っていく。 

４ 節水 

・雨水の有効利用 

 （車両の洗車等） 

目標 

２００ｔ／月 

（前年度実績 

１６９ｔ／月） 

１４５ｔ／月 
７２％ 

（×） 

このまま継続する

のが妥当 

５ 環境配慮及びサービ

スの改善（処理水の有

効利用） 

目標 

１００ｔ／月 

（前年度実績 

１０６ｔ／月） 

９３ｔ／月 
９３％ 

（△） 

このまま継続する

のが妥当 

６ 廃棄物排出量の削減 

・紙・缶のリサイクル 
１００％リサイクル １００％ 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

７ 第５工区の適正維持

管理 

点検及び関係法令の遵

守、継続・維持 

定期的な点検の実施及び

関係法令を遵守した 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

８ 第４工区の適正維持

管理 

点検及び関係法令の遵

守、継続・維持 

定期的な点検の実施及び

関係法令を遵守した 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

９ 化学薬品の適正維持

管理 
関係法令の遵守、継続及

び設備の適正管理 

定期的な設備点検や安全

管理の実施及び関係法令

を遵守した 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

    判定：達成率１００％以上…◎ ９５以上１００未満…〇 ９０以上９５未満…△ ９０未満…× 
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    当社は、令和 4年 10月 1日～令和 5年 3月 31日まで半年間、以下の 

目標を掲げて環境保全活動に取組んできました。 

 

項 目 目 標 実 績 達成率 

（判定） 

評 価 

１ 施設の適正維持管理 

・処理水質適正管理 

関係法令の遵守、継続・

維持 

適正な水質管理の実施及

び関係法令を遵守した 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

２ CO2排出量削減 

・電気使用量の削減

（高圧・低圧・従

量電灯） 

・灯油、軽油、ガソ

リン使用量削減 

 264,107kg-CO2 

(前年度下半期実

績) 

 合計：202,791kg-CO2 

電気使用による CO2

排 出 量 ：

135,496kg-CO2 

燃料使用による CO2

排出量：67,295kg-co2 

１３０％ 

（◎） 

上半期と同様に廃

棄物搬入量の減少、

省エネ機器の活用

により、前年度下半

期に対し 130％で目

標達成となった。 

３ 省資源、グリーン購入 

・再生紙の使用 

・グリーン購入 

・再生紙 100％使用 

・環境ラベルの付いた

物品の購入など 

・再生紙使用量 100% 

・グリーン購入について

は、意識が足りず、あま

り実施出来なかった。 

１００％ 

（◎） 

再生紙利用はこの

まま継続。グリーン

購入の意識の向上

を図っていく。 

４ 節水 

・雨水の有効利用 

 （車両の洗車等） 

目標 

２００ｔ／月 

（前年度実績 

１５４ｔ／月） 

１６３ｔ／月 
８１％ 

（×） 

このまま継続する

のが妥当 

５ 環境配慮及びサービ

スの改善（処理水の有

効利用） 

目標 

１００ｔ／月 

（前年度実績 

７４ｔ／月） 

１１９ｔ／月 
１１９％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

６ 廃棄物排出量の削減 

・紙・缶のリサイクル 
１００％リサイクル １００％ 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

７ 第５工区の適正維持

管理 

点検及び関係法令の遵

守、継続・維持 

定期的な点検の実施及び

関係法令を遵守した 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

８ 第４工区の適正維持

管理 

点検及び関係法令の遵

守、継続・維持 

定期的な点検の実施及び

関係法令を遵守した 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

９ 化学薬品の適正維持

管理 
関係法令の遵守、継続及

び設備の適正管理 

定期的な設備点検や安全

管理の実施及び関係法令

を遵守した 

１００％ 

（◎） 

このまま継続する

のが妥当 

    判定：達成率１００％以上…◎ ９５以上１００未満…〇 ９０以上９５未満…△ ９０未満…× 

 

 

  ※２０２２年度を基準年度とし、２０２５年度を中長期目標の最終年度とする。 
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     基準年度の使用電気量 608,090kWh（2022年度実績） 

  ※東京電力の 2021年度実排出係数   0.452（kg-CO2/kWh） 

  ※PRTR法に該当する薬品は使用しておりません。 

 

 

■主要な環境経営計画の内容 

１）処理排水の適正水質管理（施設の適正維持管理） 

  ａ）月１回以上の検査と、検査結果が法令の排水基準の正常値であることを確認し、

検査記録の保管をする。 

  ｂ）監督官庁及び関係者へ検査結果の定期的な報告と確認をする。 

２）事業所の電気使用量の削減（二酸化炭素排出量削減） 

ａ）必要のない部分の機器、電灯はスイッチを消す。 

      ｂ）暖房は適正温度に設定する。 

      ｃ）省エネ機器の導入など。 

     ３）省資源、グリーン購入などを行う 

      ａ）再生紙で出来たコピー用紙を導入する。 

      ｂ）環境ラベル等データベースを活用し環境ラベルの付いている物品を積極的に 

購入していく。 

※環境ラベル等データベース http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/ecolabel/index.html 

         （巻末資料参照） 

     ４）雨水利用（節水） 

      ａ）作業車、搬入車の洗車、花壇の用水に利用する。 

     ５）環境配慮及びサービスの改善（処理水の有効利用） 

      ａ）最終処分場内の散水、場内道路散水に利用する。 

     ６）紙、缶類のリサイクル（廃棄物の削減） 

      ａ）新聞紙、古紙、アルミ、スチール缶をリサイクルする。 

     ７）第４及び５工区の適正維持管理 

      ａ）毎日(第 5工区)及び週１回(第 4工区)の点検を行い、適正維持管理に努める。 

     ８）化学薬品の安全及び品質の適正管理 

      ａ）毎日(正・副)取扱責任者にてタンク及び配管より薬品漏れの確認及び 

        薬品納入時の立会い、目視による残量の確認をする。
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■環境経営の実績・評価 

     １）処理排水の適正水質管理 

      ａ）月１回の外部認定機関の水質検査は正常で、すべて法令の排水基準が達成され

たことを自己確認しました。検査記録の保管もしています。今後も引き続き実

施していきます。 

  ｂ）監督官庁への報告、定期立入れ検査及び水利組合の施設視察にて、検査結果を

公表して、正常の確認を頂きました。 

２）二酸化炭素排出量の削減 

ａ）事業所全体の二酸化炭素排出量は、今期 418,195kg-CO2 であり（前期二酸化炭

素排出量：504,032kg-CO2）、前期と比較し 17%減であった。今後も引き続き

節電の実施、アイドリングストップ、燃料類の削減を行います。 

     ３）省資源、グリーン購入などを行う 

      ａ）コピー用紙はすべて再生紙へ転換しました。今後も全量再生紙の使用をします。 

      ｂ）購入時に環境ラベルの有無を確認し、事務用品や名刺など積極的に 

環境ラベルの付いた製品を購入していく。 

     ４）雨水利用 

      ａ）洗車水については、月平均１５４ｔの利用となり目標達成出来なかった。廃棄

物運搬車の台数が安定しており、目標の見直しが必要である。 

     ５）環境配慮及びサービスの改善 

      ａ）最終処分場内の散水・場内道路散水として、月平均１０６ｔの利用があり、目

標達成出来た。、積極的な利用を今後も引き続き実施していきます。 

     ６）紙、缶類のリサイクル 

      ａ）紙類、缶類のリサイクルは順調に進められています。 

        今後も引き続き実施していきます。 

     ７）第５工区の適正維持管理 

      ａ）毎日（の点検を行い、随時対応しながら、維持管理に努めることができた。今

後も引き続き実施していきます。 

     ８）化学薬品の安全及び品質の適正管理 

      ａ）毎日(正・副)取扱責任者にてタンク及び配管より薬品漏れの確認及び薬品納入

時の立会い、目視による残量の確認をしています。今後も引き続き実施してい

きます。 

■中長期目標 

・施設全体の適正維持管理：関係法令の遵守、継続・維持 

   ・二酸化炭素排出量削減：現状維持、省エネ機器の導入 

   ・省資源、グリーン購入：使用量 100%の維持、グリーン購入維持 

   ・雨水・処理排水の利用：雨水 200t/月、処理排水 100t/月 

   ・廃棄物排出量の削減：紙、缶類の 100％リサイクル 

   ・第５工区の適正維持管理：安全管理の継続 
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■CO2総排出量 

    ４１８，１９５kg-co2 

 

■代表者による全体の評価と見直しの結果 

施設の適正な維持管理が出来ており、放流水の水質については１年を通じて問題のない

状態にあります。 

省資源、グリーン購入、紙・缶のリサイクルは目標達成しており今後も継続していきま

す。 

CO2排出量削減に関しては前年度比 17％減であった。電気使用量、軽油使用量共に減少

したためである。廃棄物搬入量減少に伴い軽油使用量も減少した。 

   電気使用量に関しては、省エネタイプのブロワーが稼働したことと、処理水が減ったため   

にブロワー使用量が減少したためである。 

環境配慮及びサービスの改善に関しては、前年からの取り組みが成果として表れた。次

年度も重点内容として取り組みます。 

当社としてこの１年間、この業務を通じて十分社会貢献できたと考えています。今後も

継続して会社として出来る限りの社会貢献を実施していこうと考えています。 

   2022年度で中長期目標が完了した。2023年度から新たな中長期目標に向けて取り組んでま

いります。 

 

■次年度の取組内容 

・処理排水の適正水質管理（施設の適正維持管理） 

・事業所全体の電気使用量の削減 

    ・省資源、グリーン購入の実施 

    ・雨水利用（節水） 

    ・環境配慮及びサービスの改善（処理水の有効利用） 

    ・紙、缶類のリサイクル（廃棄物の削減） 

    ・第４工区及び第５工区の適正維持管理 

    ・化学薬品の安全及び品質の適正管理 

 

■環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

   当社の事業に関係し、適用となる主要な環境関連法規として「廃棄物の処理及び清掃に関

する法律」並びに同法に関連する諸法令がありますが、自己審査した結果違反事項は無く、

関係機関からも違反について過去１０年以上の指摘はありません。また、同様に訴訟等も

ありません。 

 

 



関係法令一覧表 

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

ダイオキシン類対策特別措置法 

環境影響評価法 

森林法 

騒音規制法 

消防法 

フロン排出抑制法 

 


